
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

NO.85 

 本橋は、下関市北西部響灘沖に建設中の下関港沖合人工島（長州出島）と陸

上部（下関市垢田地区）を結ぶ橋長 430ｍの 6 径間連続ＰＣ箱桁橋です。 

 本橋の架橋地点は日本海に面しており、冬期波浪の影響で海上作業期間は4月

から 11 月までの期間に限定されています。このため、海上における施工期間の短

縮を図るとともに、厳しい海上条件に対して安全かつ合理的な施工方法としてプレ

キャストセグメント工法が採用されています。柱頭部を含め全ての部材を陸上製作

のプレキャスト部材とすることで、品質の向上と海上作業の省力化が図られていま

す。 

▼一般図  

ち ょ う し ゅ う で じ ま お お は し  

長州出島大橋 

▼橋梁諸元  

 平面図   

 側面図   

工 事 名：下関港（新港地区）橋梁上部工（柱頭部）架設工事 

：下関港（新港地区）橋梁上部工（主桁）架設工事 

発 注 者：国土交通省九州地方整備局 

設 計 者：株式会社 ニュージェック 

位  置：山口県下関市新垢田西町４丁目地先 

道路規格：第４種第１級 

形  式：６径間連続ＰＣ箱桁橋 

荷  重：Ｂ活荷重 

橋  長：430m（46.9m+4＠83.5m+46.9m） 

総 幅 員：標準部：11.75m（有効幅員 車道部：7.75m 歩道部：3.0m） 

    ：拡幅部：15.00m（有効幅員 車道部：11.0m 歩道部：3.0m） 

架設工法：プレキャストセグメント張出し架設工法 

ＰＣ鋼材：主鋼材     SWPR7B 12S12.7 （フレシネー工法：内ケーブル）

     床版横締め鋼材 SWPR19  1S28.6 （ＳＭ工法：プレグラウト鋼材) 

     鉛直締め鋼材  SBPR930/1180 φ26 

 断面図   
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▼工程表  

▼構造･施工概要  

１）セグメントの製作 

セグメントはすべて架設場所より約10km 離れた陸上部にて製作されております。基準セグメント・主桁セグメントはロン

グラインマッチキャスト方式にて製作し、重量は1 個当りで50tf～70tf 程度あります。 
 

２）セグメントの架設 

①柱頭部セグメントは1 個当りの重量が360tf～460tf あり、陸上より700ｔ起重機船にて吊り上げ曳航して架設しました。 

②基準セグメントは、セグメント仮置きヤードよりトレーラーにて岸壁まで運搬し、台船に積替えて海上運搬を行ったのち、

300ｔ吊り起重機船にて架設しました。 

③主桁セグメントは、台船にて運搬し、エレクションノーズを用いて張出し架設を行いました。 

 全 景   

 主桁セグメント架設状況   

 基準セグメント架設状況   

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

準 備 工

足 場 ・ 支 保 工

柱 頭 部 セ グ メ ン ト 架 設

基 準 セ グ メ ン ト 架 設

場 所 打 ち 部

片 付 け 工

準 備 工

足 場 ・ 支 保 工

ｴﾚｸｼｮﾝﾉｰｽﾞ製作・組立

主 桁 セ グ メ ン ト 架 設

中 央 閉 合 ・ 側 径 間

グ ラ ウ ト ・ 横 桁

片 付 け 工

　は海上作業不可期間

平成１8年平成１６年度平成１５年度

柱
頭
部
架
設
工
事

主
桁
架
設
工
事

平成１7年

組立 解体

組立 解体

製作 ・ 改造 解体組立

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


